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みなさんこんばんは。明日から、夏休みですね。 

４月のはじめに皆さんの前で話をしてから６８日間の学校がありました。毎日、頑張った人も多かっ

たです。そして今日、こうしてみなさんが学校に来て、顔を見ながら話ができて、とても嬉しく思って

います。 

今日は、ひとつだけお話しをします。 

皆さんは、いつもスマホを見ていますね。何をみているのでしょうか？ 

私も、スマホです。でも、ニュースや天気予報とかメールを調べるくらいです。時々、勿体ないと思

うこともあります。 

先月、あるニュースサイトを見ていたら、「７分の奇跡」という動画が有名になっているとありました。

「７分の奇跡」という動画です。皆さんも後で見てみてください。私はすぐにこの動画を見てみました。

こうしてすぐに調べることができるところがいいと思います。 

「７分の奇跡」。これは、アメリカ人の記者が日本に来た時に、感動したことを伝えるために投稿した

動画です。「７分の奇跡」というタイトルですが、実際の動画の時間は１分半ほどです。英語の字幕です

が、ちょっと英語の勉強のつもりで見てもいいでしょう。英語がわからなくても、何をしているかはす

ぐにわかります。 

この動画は、新幹線が東京駅に到着し、次に出発するまでの短時間、７分間でチームがまとまって車

内を綺麗に掃除するという動画です。自分も新幹線を利用することがたまにあるので、どんな様子か知

っているのですが、ものすごい速さで、まとまって掃除をしています。ほんとうに感心します。そして、

掃除が終わった最後に新幹線から出て、出口付近で全員で一列になって礼をしています。 

自分たちは「てきぱきとしているな」くらいに見てしまって、あまり関心もなく見過ごしてしまいが

ちですが、アメリカ人の記者にとっては、「これはほんとうに日本の素晴らしいところだ。とても感動し

た！」ということでこの動画を投稿したということです。そして、この動画がすごく世界中で評判にな

っていることがニュースになっていました。 

さらに、この会社のことも調べてみたら、掃除の３Ｋとありました。掃除なので、大変な仕事である

と思います。３Ｋというと「きつい、汚い、危険」になるのですが、ここの新幹線の清掃の３Ｋは「感

謝、感激、感動」だそうです。発想の転換をしているのですね。最後の礼にあるように、このおもてな

しのこころが掃除にあるということだったのです。 

今日、なぜ、このことを話したかと言うと、春に「時間も守る、あいさつをする、場を清める」と話

しをしました。この動画にもあったのです。こんな日本人にとっては当たり前に見えるところが、こん

なふうに世界から見て称賛されるということがあるのだと思ったので、皆さんに話をしたいと思ったの

です。春から、皆さんはこの三つのことを積み重ねていました。だから、今こうして前から見ていてみ

なさんが成長したと感じるのだと思っています。 

この話には、もうひとつエピソードがあるのですが、ここに働いている人が、「始めの頃は掃除会社に

勤めているとは恥ずかしくて言えなかった。でも、一年たって、新しいプライドを得た」と語っている

のです。私は、昔読んだ本にあった、ディズニーランドの掃除の話を思い出しました。掃除をしている

人も、プロ意識を持って、感謝を届けるのだというところが感動を呼ぶのだと思い出しました。そして、

さらにチームワークが日本の素晴らしいところだと思うのです。 

自分の行動を見つめなおして、その中で頑張ってみることが大切なのだと教えてくれたのです。 

皆さんも、明日から夏休みです。どんな毎日を過ごすかは、皆さん次第です。当たり前に思えること

でも今日お話しをした『３Ｋ』を大事にしてみましょう。「感謝、感激、感動」を誰かに与えるようにし

てください。そしていろいろな経験を積み、ひとまわり成長し、夏が終わった時に、みなさんに会える

ことを楽しみにしています。 


